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RHEOBYK-7600

RHEOBYK-7600
水系用のVOC、APEOおよびスズフリーの会合性増粘剤 (HEUR) 、強い擬塑性流動を付
与

製品データ

組成
疎水変性ポリウレタンの溶液 (HEUR)

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (20 °C): 1.04 g/cm³
有効成分: 15 %
溶剤: 水

貯蔵および輸送
ご使用前によく混合してください。未開封の容器で、5 ℃～35℃の温度で乾燥した場所に保管してください。

適用分野

塗料

特長
RHEOBYK-7600は、低せん断力範囲で大幅に増粘し、着色後の粘度安定性に優れ色受容性を改善しま
す。良好なレベリングと共にタレ止めにも効果的です。本添加剤は液状で取扱いが容易です。その組成から
系との相溶性に優れ、耐タレ性や沈降防止性を向上させます。添加時のpH調整または温度管理が不要で
す。同等の高せん断力範囲で効果的なレオロジー添加剤と併用すると、最適な加工性が得られます。

推奨用途

建築塗料 X

防食塗料 X

木工および家具用塗料 y

工業用塗料 y

■ 最適     □　適

APEOフリー、 
スズフリー
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RHEOBYK-7600

推奨添加量
目的とする配合特性によりますが、全配合に対して添加剤として　0.1-1.5 %
例外的に、2%まで添加可能

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
撹拌しながら添加して適切に分散すると、最良の効果および再現性が得られます。
RHEOBYK-7600 はミルベース、レットダウン時での添加が適しています。また、後添加によりレオロジー特
性を遡及的に調整することができます。
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